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誰でも参加できる初音ミク衛星開発 
――ソーシャルメディアのエコシステムと 

組織のマネジメント 

渡辺謙仁（北海道大学） 

 

サツカフェスクール 

2013年11月25日（月）＠札幌カフェ 
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はじめに 

• 「どのエスノグラフィーも、特定のエスノグラファー
が、特定の時期の、特定のフィールドで調査をし、
特定の読者層に対して書いていったものです。そ
こには常に誤解、誇張、歪曲の可能性がつきまと
います。」（小田 2010 p.46） 

• 「対象者のスポークスマンによるものとも思えるよ
うな民族史を発表するフィールドワーカーもいま
す」（佐藤 2006 p.174）が、本講演は異なる。 

• 「唯一の正しい」対象像を提示する意図はなく、
むしろ対象を取り巻く文脈や解釈の多様性を示し
たい。 
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目的 

• SOMESATという事例を見ることを通して、ソー
シャルメディアのエコシステムの中で、コミュニ
ティや組織は自らや、自らとエコシステムの関
係性をいかにマネジメントすべきなのかを考
える。 

 

• ソーシャルメディア：ネット上のソーシャルメ
ディアだけでなく、社会的な実践を媒介する存
在としてのメディア。 

2013/11/29 5 



目次 

1. はじめに 

2. 目的 

3. 「ソーシャルメディア衛星開発プロジェクトSOMESAT」 
とは？ 

4. SOMESATを生み出した現代の諸条件 

5. SOMESATを取り巻くソーシャルメディアのエコシステム 

6. SOMESATのマネジメント 

7. まとめ 

2013/11/29 6 



初音ミクとは？ 

• 音声合成ソフトウェア、
およびその擬人化
キャラクターである
「ボーカロイド」の一つ 

• CGM（Consumer 
Generated Media）に
舞い降りた 
「天使」 

• 伊藤さん、藍綬褒章
ご受章おめでとうござ
います！ 

 

「初音ミク」はクリプトン・フューチャー・メディア
株式会社の著作物です。 

© Crypton Future Media, Inc. 



調査対象 

ソーシャルメディア
などで集まった人達
で超小型衛星を開
発し、打ち上げる 

ニコニコ技術部が 
発祥 

初音ミクなどのキャ
ラクターを搭載し、

宇宙でパフォーマン
スをさせる 

ソーシャルメディアと
連動したミッション 

社会の反応を 
調べる 

宇宙を身近にする 
ことを狙う 

参考：SOMESAT Wiki 



超小型衛星のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

ussy（2010）【第5回MMD杯本選】ちょっと宇宙
行ってくる！SOMESAT PV 



「金星ミク」に13,849人のメッセージが集まった 

 



アメリカでロケット実験 
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事実上、出入りが自由でメンバーが入れ替わる場 

IRC 

ニコニコ生放送 

オフラインの勉強会や 
食事会 

同人誌即売会や電子工作
の展示会 



IRCという場 

• ニックネームを確認したメンバーは約50人 

 

• オフラインで会ったことがあるメンバーは 
約25人 

 

• ログインしなくても過去ログを閲覧可能 



種々の匿名状態の階層構造 
（Morio and Buchholz（2009）のFig. 1を改変） 

識別性の欠如 

アイデンティティの
乖離 

視覚的匿名性 

IRCという
場の匿名性 

匿
名
性
の
水
準 

高 

低 



2011年2月の質問紙調査の結果（N=18）（渡辺 2011） 
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超小型衛星Cubesat 

• 1999年、仕様発表 

• 2003年、世界で 
初めて打上げ 

• 10 cm立方が 
基本サイズ 

• 人工衛星の開発・ 
打上げ費用を 
大幅に下げた 

• 多くの大学や企業 
などが開発 

 

 



パーソナルファブリケーション 
（個人的なものづくり／工業の個人化）（田中 2013） 
  

 

• 「つくる道具」の民主化 

– デジタル工作機械の小型化・
低価格化・デスクトップ化 

 

• 「つくる知識」の民主化 

– オープン（ソース）デザイン 



Makerコミュニティの特徴(安田・岡部 2012） 

 

• 実践が野火的に広がる。 

 

• 制度的、固定的、中央管理的なコミュニティが
求められるわけでは決してない。 

 

• アドホックに、分散的に人々が繋がり、その中
で「ピアプロダクション」が展開されていく。 
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個人に開かれた宇宙開発 

• 衛星の自作 

• 宇宙開発の民主化 

 



ニコニコ技術部 

 • ものづくり系の動画に 
つけられた「タグ」から始まっ
た 

• 部員を自称する者による自
発的な活動 

• 組織や入部資格がある 
わけではない 

• 「技術の無駄遣い」 

• ニコ動のアーキテクチャに
誘発されたN次創作（濱野 
2008） 

• ソーシャルファブリケーショ
ン(安田・岡部 2012など) 

• ｎ次工作（渡辺 投稿中） 

• 越境するキャラクター的身
体（濱野 2011） 



CMS、HAXA、そしてSOMESAT 

• CMS: Character Media 
Satellite 
(野尻 2009) 
– 人工衛星のメディア化 

– キャラクター搭載 
による社会実験 

 

• HAXA: はちゅね宇宙航
空研究開発機構 
– 「ミクが宇宙に飛ぶ」な

ら多くの人に共感 
してもらいやすい 
（超電磁P 2009） 

 

 



SOMESATを生み出した現代の諸条件 
 

越境する
キャラク
ター的 
身体 

ニコニコ動
画のアーキ
テクチャー 

宇宙開発
の民主化 
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ニコニコ技術部員によるSOMESAT PV 

  

 

ストレートに、 
やりたいミッションの
説明になっている。 



宇宙コミュニティ（ニコニコ） 
宇宙クラスタ（twitter） 
宇宙島（コミケ） 
 

 

 

 

 人類が宇宙へ進出してい
く物語の中に“HAXA”が
位置付けられている。  



ボカロ、MMD（MikuMikuDance） 

 

ussy（2010）【第5回MMD杯本選】
ちょっと宇宙行ってくる！
SOMESAT PV 

有名MMDerがボカロキャラク
ターを使って制作したPVは 

大きな注目を浴びることに 

なる。 



SOMESATの各メンバーが特に関心を持つもの  
1番から3番の加重平均（N=18）（渡辺 2011） 
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SOMESATメンバーの関心を階層的クラスター分析
（N=18, Ward法） 

 



SOMESATを取り巻くソーシャルメディアの 
エコシステム 

ソーシャル
ファブリケー

ション 

ボーカ 
ロイド 

宇宙 

「はんだづけ 

1号」など 

ニコニコ
技術部 

VOCALOID 

宇宙派 

SOMESAT 



目次 

1. はじめに 

2. 目的 

3. 「ソーシャルメディア衛星開発プロジェクトSOMESAT」とは？ 

4. SOMESATを生み出した現代の諸条件 

5. SOMESATを取り巻くソーシャルメディアのエコシステム 

6. SOMESATのマネジメント 
7. まとめ 

2013/11/29 37 



「オブジェクト中心の社会性」と「境界生成」 

• オブジェクト中心の社会性（Knorr-Cetina 
1997）。 

 

• 社会的ネットワークは、人々の繋がりを媒介
するオブジェクトを見ることなしには、ほとんど
意味をなさない（Engeström 2005）。 

 

• オブジェクトの構造と「行為」が社会性を紡ぎ
出し、コミュニティの「境界を生成」（青山 
2010）する。 
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開発するオブジェクト（衛星）の構造 

ピアリングの実現条件 
（Tapscott & Williams 2006） 

生産物が情報や文化である 

他の部分とは独立に個人が少し
ずつ貢献できる 

得られた部品を最終成果物にす
るコストが低い 

人工衛星の構造 

• 有体物 

 × 

• 大きな構成部分には分解
可だが、細かくは分解困難 × 

• 構成部分間の厳密な接続
試験が必要 × 



制度的な役割分担（今はない）による／としての 
境界生成 
 

コアメンバー 

技術系 

電源系 

無線系 

ネギ振り系 

カメラ系 

地上系 

事務系 

法務 

広報 

サーバー管理 学生部 

部長・副部長などが
準コアメンバー 



意思決定システム（今は異なる）による／として
の境界生成 

新たな活
動の必要
性が発生 

担当部門
内部での

検討 

BBSや
IRCでの
全体会議

で 
議題化 

討議や 
多数決で 
意思決定 

新たな制
度として

施行 

習慣が流動的に移り変わっていくことも 



「時間的・空間的分離」(香川 2011)による／と
しての境界生成 

接触機会 頻度 
コミュニケーション

メディア 
参加人数 

IRC 毎週末 文字 多くても約20人 

ニコニコ生放送 ほぼ2週間に1回 
声と文字 
（コメント） 

多くても数人の 
出演者と 

数十人の視聴者 

オフラインでの 
会合 

不定期 身体 多くても十数人 



「境界横断」（Engeström 2008など）する 
管理されない自発的で多発的な活動 

 

 

  

PVは4つ 

 

 

 

 

 

 

 

 

実物大模型は5つ 

 

週刊アスキーの 
取材も受けた 

管見の限りでも… 
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まとめ 
• 「宇宙開発の民主化」、「ニコニコ動画のアーキテ

クチャー」、「初音ミクの越境するキャラクター的
身体」といった現代の諸条件が、SOMESATを誕
生させた。 

• SOMESATを取り巻く、多様で重層的なソーシャ
ルメディアのエコシステムが、多様な解釈や参加
をもたらしている。 

• パーソナルファブリケーションにおいては、制度
的、固定的、中央管理的なコミュニティが求めら
れるわけでは決してない。 

• 管理されない自発的で多発的な活動が、異質な
アクターとのネットワークを築き、発展的な実践を
拡げていく。 
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